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研究成果の概要 

当該年度における研究活動では、前年度まで用いていたものよりもより正確に推進機の性能を測れる

円筒型ターゲット式の推力計測装置を開発し、これを用いた推進機の性能試験を行った。性能試験では

前年度得られた数値計算結果を基に、電極位置を変更して実験を行った。その結果、前年度までは目標

性能の 10 分の 1 となる比推力 80 秒で、しかも２秒程度で勝手に止まってしまう不安定作動しか実現

できていなかったのに対し、当該年度はそのおよそ５倍となる比推力 450 秒を安定して得ることに成

功した。しかしながらエネルギー効率の観点ではまだ 1%以下であり、かなり低い値にとどまった。こ

の原因を探るため推進機による排気プルーム中イオンのエネルギー分布測定を行ったところ、イオン

については理想的な電位勾配の下均一に加速できており、イオンの数、すなわちチャネルでの電離度が

1%以下と非常に低くなってしまっていることが低性能の主な原因であることを示唆する結果を得た。

そこで、電離が起きる放電領域の拡大を期待し、より長いチャネルと二つの磁場カスプをもつ新しい推

進機モデルを作成し、性能を確かめた。この結果、作動条件によっては比推力 600秒とさらに高い性能

の実現に成功したが、エネルギー効率についてはやはり 1%以下のままであり、向上は見られなかった。

今後さらに様々な電極、チャネル、磁場形状を試し、エネルギー効率が向上する条件を探って行く。 

本研究課題では超低軌道環境をレーザーによって模擬する風洞の作製も行うが、レーザーが故障する

トラブルに見舞われ、当該年度内での実験実施は間に合わなかった。しかしながら光学系のセットアッ

プについてはほぼ完了しており、今後速やかに実験へと移行する予定である。 
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